



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































項目名 国頭．（田代） 伊江島（鳥） 伊江島（田代） 恩納（鳥） 恩納（田代） 名護（鳥） 名護（田代） 久志（田代） 大宜味（田代） 金武（田代） 中城（田代） 本部（鳥） 美里（田村） 今帰仁（田村） 読谷山（田村） 宮古島（柳田） 備考
１ 貢租取扱ノ部 ○ 
２ 租税未納ノ事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 今帰仁は、「地割に関する問答書」となっている。
４ 薯:留人ノ事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
５ iワ 週ノ事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
６ 木 ･負債ノ部 ○ ○ 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
８ 嘗 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
９ 上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
1０ 砂糖取締ノ事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
1１ 戒罰ノ事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
吏員ノ事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
農事ノ部 ○ 






1５ 模合ノ部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
1６ 付届ノ部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
1７ 礼ノ部 冠一婚一喪一祭 ○一○’○’○ ○’○’○’○ ○’○’○一○ ○一○’○一○ ○’○’○’○ ○’○’○’○ ○一○’○’○ ○’○’○’○ ○’○’○’○ ○’○’○’○ ○’○’○一○ ○’○’○’○ ○’○’○’○ 宮古島は、「祭」の項文字はないが、項目はある。
字であろう。
脱
人身売買 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
遊戯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
旅立 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 





2２ 事 ○ ○ ○ ○ ○ 
2３ ○ ○ ○ ○ ○ 
2４ 吏員旅費ノ事 ○ ○ ○ ○ 
2５ 海岸船舶漁業取締方ノ事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
金武間切は、「難破船救助
井船舶取締ノ部」とあり、
末尾に「船舶取締手続ハ如
何」があるが回答はない。
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調
査
書
」
の
調
査
項
目
の
全
体
像
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
管
見
の
現
存
調
査
項
目
一
覧
で
あ
る
。
「明治十七年旧慣調査書」は、調査当時の原本が残されていないため、真の意味では全調査事項は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
鳥
越
憲
三
郎
の
「
沖
縄
庶
民
生
活
史
」
収
録
の
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
が
も
っ
と
も
原本の調査事項を収録していると考えられる。『沖縄庶民生活史」をベースに調査事項を整理すると、
貢
租
取
扱
ノ
部
／
租
税
未
納
ノ
事
／
地
所
ノ
事
／
寄
留
人
ノ
事
／
所
遣
ノ
事
／
村
負
債
ノ
部
／
地
所
並
二
墓
地
売
買
譲
与ノ事／書入・質入・金銀貸借ノ事／上納金穀或ハ共有金穀ヲ私用スル事／砂糖取締ノ事／戒罰ノ事
／
吏
員
ノ
事
／
農
事
ノ
部
／
跡
相
続
ノ
事
／
模
合
ノ
部
／
付
届
ノ
部
／
礼
ノ
部
〔
冠
・
婚
・
喪
・
祭
〕
／
人
身
売
買
／
遊戯／旅立／官民有之山林二関スル栽培伐採ノ事／各農事勤惰賞罰並作物競争ノ事／道路橋梁ノ修繕
架
設
ノ
事
／
吏
員
旅
費
ノ
事
／
海
岸
船
舶
漁
業
締
方
ノ
事
、
の
二
十
五
の
項
目
が
調
査
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
（
２
）
田
代
安
定
資
料
田代安定旧蔵にかかる「明治十七年旧慣調査書」が、現在、東京大学に所蔵されている。本稿では、
沖
縄
県
公
文
書
館
沖
縄
史
料
編
集
室
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
ハ
ワ
イ
大
学
東
西
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
写
真
複
写
本
を
使
用
し
た
。
田
代
安
定
収
集
の
「
明
治
十
七
年
旧
慣
問
答
書
」
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
沖
縄
島
国
頭
地
方
旧
慣
問
答
書
第
一
冊
沖
縄
附
島
伊
江
島
取
調
書
第
二
冊
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沖
縄
島
恩
納
間
切
取
調
書
第
三
冊
名
護
間
切
取
調
書
（
冊
数
ナ
シ
）
久
志
地
方
旧
慣
問
答
書
第
四
冊
沖
縄
島
大
宜
味
地
方
旧
慣
問
答
書
第
五
冊
沖
縄
島
国
頭
地
方
金
武
間
切
各
村
取
調
問
答
録
第
六
冊
沖
縄
島
中
城
間
切
取
調
問
答
録
第
七
冊
右記資料のうち、恩納間切と金武間切、中城間切の「旧慣調査書」は、明治十七年七月に成立した
ことが明らかである。「沖縄島恩納間切取調書」の末尾には、次のように記されている。
右ヶ条ノ通御座候御尋問ニ依り、此殿御答仕候也。
西
捉
明
治
十
七
年
七
月
伊
芸
安
保
／
南
風
徒
／
金
城
属
登
／
大
捉
／
金
城
栄
秀
／
首
里
大
屋子／新里全仕／惣耕作当／当山光蔵／惣山当／当山居太／全／山城武夫地頭代／長浜善用
（／は引用者、原本改行を示す）
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
田
代
安
定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
収
集
に
か
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
既
存
の
資
料
を
筆写したものであろうか。若干の検討を加えておきたい。
田
代
安
定
と
沖
縄
と
の
関
わ
り
は
、
’
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
四
月
、
農
商
務
省
よ
り
沖
縄
出
張
を
命
じ
ら
れ
た
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こ
と
に
は
じ
ま
る
。
長
谷
部
言
人
に
よ
れ
ば
、
西
原
の
農
事
試
験
場
で
試
験
栽
培
さ
れ
て
い
た
「
規
那
樹
」
の
苗
を
八
（旧）
童
山
植
栽
す
る
と
と
も
に
、
同
時
期
来
県
し
て
い
た
尾
崎
三
良
に
同
行
し
先
島
を
巡
回
し
た
と
い
う
。
田
代
は
、
そ
の
後一八八四年一月、農商務省御用掛となり、同二月「彼得府博覧会事務官」となってロシアに赴き、
（Ｍ） 
一八八五年一一月に帰国している。野口武徳は、「明治一七年、一一○年と訪沖し、民俗全般にわたる調
（応）
査
を
行
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
八
八
四
年
に
沖
縄
に
来
た
可
能
性
は
少
な
い
。
長
谷
部
言
人
は
、
そ
の
後
の
田
代
（焔）
安
定
と
沖
縄
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
途
中
（
明
治
十
八
年
二
月
ロ
シ
ア
か
ら
の
ｌ
引
用
者
）
、
仏
・
伊
国
境
近
く
で
、
同
車
せ
る
一
仏
人
が
手
に
せ
る
新
聞
を
示
し
、
当
時
清
国
と
対
戦
中
の
仏
国
が
マ
ジ
コ
（
八
重
山
、
宮
古
）
諸
島
に
海
軍
病
院
を
建
設
す
る
計
画
あ
り
と
語
れ
ろ
を
聞
い
て
深
く
感
激
し
、
帰
朝
勿
勿
同
諸
島
防
備
の
急
務
な
ろ
を
指
摘
し
た
建
議
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
が
工
部
少
補
渡
辺
洪
基
氏
を
動
か
し
、
内
務
大
書
記
官
西
村
捨
三
氏
の
沖
縄
県
知
事
任
命
と
な
っ
た
。
六
月
沖
縄
県
六
等
属
兼
任
、
八
重
山
各
島
巡
回
申
付
ら
れ
、
同
各
島
殖
民
開
拓
及
び
旧
慣
制
度
改
革
の
準
備
と
し
て、測量兼監督を兼ね、地理・戸籍・田植・税刑法其他旧慣法及び山林原野等の調査に従事した。
先
島
通
と
し
て
聞
え
た
林
太
助
を
御
用
係
に
迎
へ
、
結
縄
記
標
の
検
索
も
こ
の
機
会
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
同
諸
島
に
は
、
明
治
十
九
年
九
月
に
至
る
ま
で
滞
在
し
、
六
月
東
京
に
帰
還
、
復
命
書
三
十
八
冊
を
農
商
務
省
、
内
務省に提出し、同諸島開拓改革に就て力説したが、時機未だ至らざる故を以て用ゐられなかった。
田代氏は、之を主として清国に対する酎酌に因るものと解釈していたやうである。そこで、十一
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月
辞
表
を
提
出
し
て
退
官
、
十
一
一
月
廿
三
日
付
で
帝
国
入
学
総
長
よ
り
南
海
諸
島
植
物
及
び
人
類
学
上
の
取
調
を
嘱
託
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
南
海
諸
島
と
は
、
琉
球
諸
島
の
こ
と
で
あ
る
。
長
谷
部
は
「
こ
の
南
海
諸
島
と
い
ふ
の
は
当
時
普
通
に
行
は
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
田
代
氏
は
之
を
海
南
諸
島
と
改
称
す
る
を
適
当
な
り
と
し
、
明
治
廿
一
年
東
京
地
学
協
会
に
於
け
る
講
（、）
漬
で
も
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
田
代
は
、
一
八
八
八
年
七
月
九
日
付
で
調
査
書
類
と
目
録
を
提
（旧）
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
海
南
諸
島
取
調
書
類
附
図
」
が
見
え
る
。
沖
縄
史
料
編
集
室
に
は
、
「
沖
縄
県
取
調
附
図
」
が
先
述
の
ハ
ワ
イ
大
学
東
西
セ
ン
タ
ー
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写
本
で
架
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
海
南
諸
島
取
調
書
類
附
図
」
で
あ
ろ
う
。
問
答
書
の
目
録
は
見
え
な
い
が
、
「
海
南
諸
島
取
調
書
類
附
図
」
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
旧
慣
問
答
書
は
、
田
代
安
定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
調
査
資
料
で
は
な
く
、
田
代
安
定
が
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
末
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
沖
縄
に
滞
在
し
て
既
存
の
資
料
を
調
査
収
集
し
、
一
八
八
八
年
七
月
九
日
に
東
京
帝
国
大
学
に
提
出
し
た
書
類
の
一
部
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
高
良
倉
吉
は
、
「
国
頭
地
方
金
武
間
切
取
調
書
』
は
、
右
の
田
代
安
定
が
金
武
間
切
を
訪
れ
、
お
そ
ら
く
間
切
役
人
な
ど
か
ら
直
接
聞
き
取
っ
た
内
容
を
ま
と
め
〈旧）
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
つ
つ
、
「
田
代
出
張
の
経
過
か
ら
見
て
、
明
治
十
年
代
後
半
（
明
治
十
五
年
～
一
一
十
年
の
間
）
（卯）
の
も
の
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
他
の
問
答
書
を
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
比
嘉
道
子
は
、
「
執
筆
年
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
冊
目
の
『
沖
縄
島
恩
納
間
切
取
調
書
旧
慣
問
答
』
と
七
冊
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目
の
『
中
城
間
切
取
調
問
答
録
』
で
、
両
冊
と
も
明
治
十
七
年
七
月
の
日
付
で
あ
る
。
ｌ
中
略
ｌ
筆
者
の
名
は
、
金
武
間
切
の
冊
に
田
代
安
定
の
名
が
見
え
る
。
八
重
山
研
究
で
有
名
な
田
代
が
旧
慣
調
査
一
八
八
四
年
に
は
沖
縄
島
に
滞
在
（皿）
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
」
と
記
し
て
い
る
。
他
の
問
答
書
を
確
認
し
、
成
立
年
を
特
定
し
て
い
る
が
、
や
は
り
高
良
同
様
に
田
代
安
定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
調
査
に
よ
る
収
集
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
の
田
代
安
定
の
動
向
か
ら
、
’
八
八
四
年
の
田
代
来
沖
は
不
可
能
で
あ
り
、
田
代
安
定
研
究
の
先
駆
者
三
木
健
も
、
一
八
八
五
年
に
再
来
沖
し
た
と
記
（塑）
し
て
い
る
。
「
田
代
安
定
履
歴
書
」
（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）
で
も
一
八
八
四
年
の
来
沖
は
確
認
で
き
な
い
。
比
嘉
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
沖
縄
島
国
頭
地
方
金
間
切
各
村
取
調
問
答
録
」
第
六
冊
に
は
、
た
し
か
に
田
代
安
定
の
名
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
「
田
代
安
定
輯
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
調
査
者
の
証
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
田
代
安
定
が
「
輯
」
め
た
、
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
り
で
あ
る
。
（
３
）
田
村
浩
資
料
と
柳
田
国
男
資
料
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
う
ち
田
村
浩
の
『
琉
球
共
産
村
落
の
研
究
」
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
下
記
の
と
お
（蝿）
美
里
間
切
旧
慣
地
所
二
関
ス
ル
問
答
書
（
明
治
十
七
年
）
（別）
今
帰
仁
地
方
旧
慣
地
割
二
関
ス
ル
問
答
書
（
明
治
十
七
年
）
（露）
美
里
間
切
旧
慣
人
身
売
買
二
関
ス
ル
問
答
書
（
明
治
十
七
年
）
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（恥）
今帰仁地方旧慣人身士冗買二関スル問答書（明治十七年）
（幻）
明治十七年，申‐頭郡読谷山村旧慣問答書
（鍋）
田村浩は、一九一一一一年（大正十）沖縄県に赴任、視学官を振り出しに産業課長を歴任した。その間
（”） 
「五年二一曰｜リテ琉球本島及ビ各離島ヲ踏査シ記録的資料ト遺制・遺跡」を調査し、一九一一七年（昭和
二）『琉球共産村落の研究』を岡書院から刊行した。その資料として、「明治十七年旧慣調査書」が活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
一
つ
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に
「
［
仮
称
］
宮
古
島
旧
慣
調
査
書
」
が
あ
る
。
同
資
料
は
、
成
城
大
学
柳
田
文
庫
所
蔵
の
「
宮
古
島
近
古
文
書
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
成
立
年
は
記
さ
れ
て
（釦）
い
な
い
が
、
内
容
構
成
か
ら
明
治
十
七
年
の
調
査
書
で
あ
う
◎
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
真
喜
志
珸
子
は
、
「
宮
古
島
近
古文書」は大正十一年夏に当地（宮古島ｌ引用者）に旅行したニコライ・ネフスキーの意見によって、
（釦）
収
集
さ
れ
た
ふ
じ
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
書
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
宮
古
島
旧
誌
及
旧
慣
帳
三
巻
、
此
巻
ハ
日
誌
ノ
下
半
二
属
ス
現二平良警察署ノ蔵スル所筆写ガ、一枚々々原本既二写字ノ誤多シ・島人ノ手一一成ル者ハ殊二筆
癖アリ。是し寧ロ保存スルニタル故二強ヒテ改メス。此本一副本アリ。那覇ノ図書館一一蔵セラル。
蝕混惨憎鐇読スヘカラス。今一一於テ複写ノ急ヲ認ムト云う。是ニコライネフスキー君ノー一一一口也。
大
正
十
四
年
十
二
月
九
日
柳
田
国
男
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（
４
）
鳥
越
憲
三
郎
資
料
（型）
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
一
ハ
）
に
刊
行
さ
れ
た
鳥
越
意
三
郎
『
沖
縄
庶
民
生
活
史
』
に
名
護
間
切
・
本
部
間
切
・
恩
納
間
切
・
伊
江
島
の
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
「
ま
え
が
き
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
す
べ
て
の
間
切
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
時
下
の
昭
和
十
九
年
に
県
庁
の
書
庫
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
国
頭
郡
の
中
で
も
「
名
護
間
切
取
調
書
」
「
本
部
間
切
取
調
書
」
「
恩
納
間
切
取
調
書
」
「
伊
江
島
取
調
書
」
を
含
む
一
冊
だ
け
が
見
つ
か
り
、
他
は
紛
失
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
「
名
護
間
切
各
村
調
書
」
「
本
部
間
切
各
村
調
書
」
「
恩
納
間
切
各
村
調
書
」
と
い
う
、
同
じ
内
容
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
村
役
人
と
の
簡
単
な
問
答
体
に
な
る
調
書
も
綴
じ
ら
れ
て
い
た
。
／
す
べ
て
の
間
切
に
わ
た
っ
て
調
書
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
沖
縄
本
島
の
中
で
も
文
化
的
に
お
く
れ
て
い
た
国
頭
郡
の
一
部
の
調
書
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。
ｌ
中
略
ｌ
稿
了
に
あ
た
っ
て
強
く
脳
裏
を
駆
け
め
ぐ
る
の
は
、
戦
時
下
に
鼠
や
虫
に
い
た
ん
だ
原
本
を
清
記
し
て
く
れ
た
当
時
の
第
一
高
女
の
三
人
の
娘
さ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
一
一
一
人
と
も
学
徒
出
陣
（犯）
ネ
フ
ス
キ
ー
は
、
一
九
一
一
六
年
（
大
正
一
五
Ⅱ
昭
和
元
）
一
一
度
目
の
宮
古
島
調
査
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。
茂
木
明
子
（鋼）
「柳田國男とネフスキー」を参照すると、両者の動向から考えて、一九一一一一一年（大正十一一年）十一一月
か
ら
同
十
四
年
七
月
ま
で
の
間
に
、
柳
田
國
男
と
ネ
フ
ス
キ
ー
は
面
談
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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し
、
二
人
は
洞
穴
の
中
で
歌
を
う
た
い
つ
つ
死
ん
で
行
き
、
姫
百
合
の
塔
に
そ
の
名
を
刻
ま
れ
て
い
る
。
は
じ
め
の
こ
ろ
の
数
日
だ
け
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
名
前
を
忘
れ
た
が
、
他
の
一
人
は
生
き
残
っ
た
１
以
下
略
Ｉ
。
（／は引用者、原文改行を示す）
（鍋）
伊
江
島
の
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
、
『
伊
江
村
史
』
下
巻
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
底
本
は
沖
縄
史
料
編
（躯）
集
室
所
蔵
の
鳥
越
憲
三
郎
旧
蔵
資
料
で
あ
る
と
い
う
。
沖
縄
史
料
編
集
室
蔵
の
コ
ピ
ー
複
製
本
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
清
書
さ
れ
て
お
り
、
枠
外
に
烏
越
憲
三
郎
の
印
字
が
あ
る
。
ま
た
、
校
正
の
跡
が
見
え
る
。
清
書
原
稿
に
は
表
題
の
次
ぎ
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
当
島
ノ
儀
ハ
、
五
村
連
絡
、
他
間
切
ノ
｜
村
ノ
如
シ
。
只
、
砂
堂
ノ
ミ
｜
里
計
り
隔
リ
居
レ
ト
モ
、
是
ハ
近
年
移
転
シ
タ
ル
モ
ノ
、
由
一
一
テ
、
習
俗
等
些
モ
相
異
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
素
ヨ
リ
一
応
取
調
ハ
致
候
得
共
、
右
様
之
次
第
ニ
テ
、
只
重
複
二
渉
ル
迄
ノ
事
二
付
、
各
村
調
ハ
略
候
。
こ
の
部
分
は
、
『
沖
縄
庶
民
生
活
史
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
伊
江
村
史
』
下
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
稿
と
数
ヶ
所
の
違
い
が
あ
る
う
え
『
伊
江
村
史
』
下
巻
に
は
「
現
近
代
慣
習
法
ノ
根
源
ヲ
ナ
シ
テ
イ
ル
」
と
の
記
述
が
あ
る
な
ど
、
若
干
の
違
い
が
見
え
る
。
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（
１
）
沖
縄
県
の
旧
規
調
査
と
酒
税
問
題
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
成
立
の
直
接
的
契
機
は
確
認
で
き
な
い
。
、
岩
村
通
俊
は
明
治
十
六
年
四
月
二
十
一
日
の
山
県
有
朋
・
山
田
顕
義
宛
の
報
告
で
、
「
県
庁
、
旧
慣
ト
事
実
一
一
暗
シ
、
Ｉ
中
略
ｌ
該
県
令
ハ
何
分
此
際
、
転
任
（師）
シ
カ
ル
ベ
、
ソ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
沖
縄
の
旧
慣
調
査
が
体
系
的
に
な
る
の
は
こ
の
後
で
あ
る
。
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
は
、
沖
縄
県
の
業
務
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
’
八
八
三
年
（
明
治
十
六
）
一
月
十
四
日
、
上
杉
県
令
が
更
迭
さ
れ
、
「
旧
慣
ト
事
実
二
暗
シ
」
と
断
言
し
た
会
計
検
査
院
長
岩
村
通
俊
が
沖
縄
県
令
兼
務
と
な
っ
た
。
岩
（釦）
村
県
令
は
、
同
年
五
月
十
日
、
丙
第
二
十
一
号
布
達
に
よ
り
、
「
編
纂
課
」
を
設
置
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
五
月
（”） 
十
六
日
付
で
庶
務
課
を
編
纂
課
に
改
め
て
い
る
。
一
八
八
四
年
一
月
の
沖
縄
県
知
事
西
村
捨
三
名
に
よ
る
「
明
治
十
七
（㈹）
年沖縄県予算調書」には、「諸手当印刷費ハ、更二編纂課ヲ置キ専一フ旧規取調ヲナスカ為」とあり、
「
旧
規
」
の
調
査
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
西
村
捨
三
は
、
赴
任
早
々
か
ら
「
旧
規
」
調
査
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
旧
慣
の
調
査
は
、
岩
村
県
政
の
時
に
準
備
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
西
村
県
政
に
よ
る
予
算
措
置
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
本
格
的
な
旧
慣
調
査
が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
’
八
八
四
年
一
月
、
沖
縄
の
泡
盛
に
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
沖
縄
産
の
泡
盛
が
鹿
児
島
の
焼
酎
醸
造
業
を
圧
迫
し
て
い
る
と
し
て
、
泡
盛
を
鹿
児
島
に
輸
入
す
る
と
き
は
輸
入
税
を
課
し
た
い
と
す
る
願
書
が
鹿
児
島
県
か
ら
大
蔵
Ⅱ
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
の
歴
史
的
背
景
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（似）
省
に
山
山
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
は
宮
田
直
次
郎
を
派
遣
し
、
「
賦
税
収
税
及
徴
税
費
一
一
関
シ
」
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
報
告
の
な
か
で
宮
田
は
、
「
急
施
ヲ
必
要
卜
相
考
候
事
」
と
し
て
「
租
税
ヲ
滞
納
ス
ル
モ
ノ
多
ク
」
、
「
村
吏
（枢）
等
二
於
テ
私
二
流
用
シ
為
メ
ニ
未
納
ヲ
醸
ス
モ
ノ
不
少
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
調
査
項
目
の
う
ち
、
「
貢
租
取
扱
ノ
部
」
「
租
税
未
納
ノ
事
」
「
上
納
金
穀
或
ハ
共
有
金
穀
ヲ
私
用
ス
ル
事
」
は
、
宮
田
直
次
郎
の
指
摘
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
四
年
に
旧
慣
調
査
が
構
想
さ
れ
た
背
景
に
は
、
行
政
の
便
宜
の
み
な
ら
ず
裁
判
の
判
決
資
料
と
し
て
の
必
要
性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
示
唆
す
る
史
料
に
、
「
原
顧
問
応
答
書
」
が
あ
る
。
「
原
顧
問
応
答
書
」
は
、
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
十
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十
四
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
明
治
十
六
年
六
月
九
日
に
か
け
て
の
応
答
書
で
あ
る
。
「
原
顧
問
応
答
書
」
は
、
県
庁
各
課
か
ら
の
照
会
に
答
え
た
も
の
で
、
租
税
課
ｕ
、
（網〉
裁
判
掛
７
、
庶
務
課
３
、
勧
業
課
２
、
出
納
課
１
、
不
明
１
、
Ｌ
」
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
那
覇
地
方
裁
判
所
判
事
は
県
（斜）
令
の
兼
務
職
で
あ
れ
ソ
（
明
治
一
一
十
五
年
ま
で
兼
務
）
、
裁
判
掛
か
ら
の
照
会
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ろ
。
原
顧
問
は
、
鍋
島
県
令
時
代
の
大
書
記
官
で
あ
っ
た
原
忠
順
だ
と
思
わ
れ
る
。
原
忠
順
は
、
法
制
局
七
等
出
仕
を
経
て
沖
縄
県
少
書
（幅）
記
官
（
後
大
書
記
官
）
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
原
顧
問
の
退
任
時
期
は
不
明
で
あ
う
Ｃ
が
、
「
原
顧
問
応
答
書
」
が
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
あ
と
、
旧
慣
調
査
と
編
纂
課
設
置
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
、
一
定
の
様
式
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
質
問
の
な
か
に
は
、
間
切
独
自
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
質
問
が
追
加
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
書
に
よ
る
調
査
依
頼
に
対
し
120 
Hosei University Repository
間
切
吏
員
が
文
書
で
回
答
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
質
問
者
が
直
接
間
切
ま
で
行
っ
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
明
治
十
七
年
沖
縄
県
予
算
調
書
」
に
は
、
沖
縄
県
吏
員
の
「
巡
回
旅
費
」
や
「
証
人
呼
出
旅
費
」
が
見
（妬）
（灯）
え
る
。
西
村
捨
二
一
は
、
明
治
十
六
年
度
の
巡
察
使
と
し
て
滋
賀
県
に
赴
い
て
い
る
。
現
地
に
赴
い
て
の
問
答
式
調
査
は
、
こ
の
経
験
か
ら
着
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
、
編
纂
課
に
よ
る
当
初
か
ら
企
図
さ
れ
て
い
た
「
旧
規
取
調
」
と
宮
田
直
次
郎
の
指
摘
を
受
け
た
調
査
の
成
果
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
田
村
浩
の
『
琉
球
共
産
村
落
の
研
究
」
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
琉
球
史
料
」
目
録
に
は
、
「
首
里
旧
慣
調
今
西
参
事
官
一
八
八
四
」
の
記
載
が
見
え
る
。
那
覇
役
所
長
な
ど
を
務
め
た
今
西
相
一
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
七
年
の
『
官
員
録
』
に
は
（蛆）
今
西
相
一
の
名
は
な
く
、
明
治
十
八
年
の
『
官
員
録
』
に
初
め
て
那
覇
役
所
長
今
西
相
一
の
名
が
見
え
る
。
お
そ
ら
く
、
直
接
今
西
相
一
が
明
治
十
七
年
の
旧
慣
調
査
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
丸
岡
莞
爾
知
事
時
代
に
今
西
が
整
理
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
２
）
明
治
初
期
日
本
の
統
治
・
法
体
系
の
整
備
明
治
政
府
の
成
立
か
ら
明
治
二
十
年
代
初
頭
ま
で
は
、
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
確
立
し
て
い
く
揺
篭
期
で
あ
っ
た
。
大
島
美
津
子
は
、
「
維
新
か
ら
明
治
二
○
年
代
に
至
る
時
期
の
地
方
統
治
の
第
一
の
特
徴
は
、
短
期
間
に
度
重
な
る
制
（⑬） 
度
改
正
や
統
治
方
針
の
変
革
が
行
わ
れ
た
事
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
地
方
統
治
で
画
期
を
な
す
の
は、明治十一年の「郡区町村編成法」「府県会規則」「地方税規則」、いわゆる「三新法」の制定であ
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（釦）
ろ
う
。
一
二
新
法
の
制
定
は
、
「
固
有
の
旧
慣
と
の
乖
離
を
反
省
し
て
、
地
方
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
組
織
化
へ
と
方
向
転
（別）
換を図った」Ｌ」され、「『生活共同体としての村」の多くは、この制度的改革と行政上の地位の法認を
（砲）
契
機
に
、
公
選
戸
長
の
職
務
遂
行
を
支
え
る
村
規
約
を
制
定
」
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
二
新
法
の
制
定
以
降
、
明
治
政
府
は
各
地
域
の
旧
慣
尊
重
的
な
政
策
基
調
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
上
地
一
郎
は
、
三
新
法
の
起
稿
は
、
琉
球
処
分
官
と
し
て
廃
藩
置
県
を
強
行
し
た
松
田
道
之
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
「
琉
球
処
分
と
旧
慣
存
置
策
は
、
地
域
住
民
を
国
民
国
家
の
下
に
摩
擦
な
く
包
摂
し
よ
う
と
す
る
三
新
法
体
制
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
（銅）
のである」１と述べている。
（別）
明
治
十
四
年
七
月
、
参
議
大
隈
重
信
と
伊
藤
博
文
連
名
に
よ
る
「
登
記
法
取
調
，
ノ
議
」
が
太
政
官
に
上
申
さ
れ
、
八
（弱）
ロ
河
、
内
務
省
に
登
記
法
取
調
掛
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
内
務
省
の
登
記
法
取
調
掛
は
、
明
治
十
七
年
に
廃
止
さ
れ
、
登
マ
マ
記
法
の
調
査
は
司
法
省
の
登
記
制
度
取
調
委
員
会
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
「
司
法
大
輔
岩
村
通
峻
ら
が
参
加
Ｉ
し
た
（妬）
マ
マ
らしい」。「岩村通峻」は、第一一一代沖縄県令岩村通俊と同一人物であろう。岩村は、明治十六年十一一月
二
十
一
日
に
沖
縄
県
令
を
解
任
さ
れ
て
い
る
が
、
「
旧
慣
温
存
と
い
う
置
県
以
来
の
明
治
政
府
の
方
針
を
、
確
固
不
動
（訂）
の
米
ロ
の
に
し
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
岩
村
の
旧
慣
温
存
策
は
、
全
国
的
な
旧
慣
尊
重
路
線
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
全
国
的
に
「
『
公
証
偽
造
等
ノ
犯
罪
ガ
年
一
年
一
一
増
加
』
し
て
『
明
治
十
八
年
頃
ニ
ハ
其
管
理
者
タ
ル
戸
長
及
戸
長
役
場
ノ
筆
生
等
二
重
公
証
ヲ
為
シ
タ
ル
件
数
ハ
三
百
件
以
上
ニ
モ
上
ツ
テ
』
お
り
、
そ
れ
が
た
め
に
『
当
（認）
時
地
所
建
物
船
舶
等
ノ
売
買
譲
与
質
入
書
入
公
証
信
用
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
地
『
フ
払
フ
ニ
至
ツ
タ
』
の
で
あ
っ
た
」
。
登
記
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法
は
、
明
治
十
九
年
八
月
十
三
日
に
公
布
さ
れ
、
そ
の
第
一
条
に
は
、
「
地
所
建
物
船
舶
ノ
売
買
譲
与
質
入
書
入
ノ
登
記
ヲ
請
ン
ト
ス
ル
者
ハ
本
法
二
従
上
地
所
建
物
ハ
其
所
在
地
船
舶
ハ
其
定
繋
場
ノ
登
記
所
二
登
記
ヲ
請
う
可
シ
」
と
規
（閲）
定された。「明治十七年旧慣調査書」の「地所並墓地士冗買譲与ノ事」や「書入・質入・金銀貸借ノ事」、
「
海
岸
船
舶
漁
業
取
締
方
ノ
事
」
の
項
は
、
当
時
の
日
本
社
会
に
お
け
る
問
題
意
識
（
不
動
産
登
記
法
制
定
を
め
ぐ
る
議
論
）
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
（釦）
明
治
十
七
年
は
、
「
地
租
改
正
条
例
」
が
廃
止
さ
れ
、
「
地
租
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
同
年
九
月
、
大
（例）
蔵
省
は
主
秘
乾
第
三
十
七
号
を
も
っ
て
「
地
租
検
査
手
続
」
を
内
達
し
、
翌
年
か
ら
地
押
調
査
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
明
治
初
期
は
、
「
府
県
物
産
表
」
（
明
治
三
年
開
始
）
、
戸
口
調
査
（
明
治
五
年
）
、
「
全
国
土
地
調
査
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
（腿）
ま
な
社
会
調
査
が
行
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
『
民
事
慣
例
類
集
』
と
の
類
似
性
が
あ
る
。
黒
木
三
郎
は
、
『
南
島
村
内
法
』
の
解
題
の
な
か
で
「
本
土
に
お
い
て
は
、
『
民
事
慣
例
類
集
』
の
よ
う
な
調
査
資
料
は
あ
る
が
、
近
代
法
の
下
に
お
い
て
年の（“） 
た。 （３）明治十七年旧慣調査と民事慣例類集・シマの話（佐喜真興英）
明
治
期
の
調
査
の
な
か
で
、
司
法
省
が
行
っ
た
明
治
九
年
の
『
民
事
慣
例
類
集
』
調
査
と
明
治
十
一
年
か
ら
明
十
三
〒の『全国民事慣例類集』調査は、「民法典編纂の材料に供せんが為」の大規模な地方慣例調査であっ
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（“） 
は、それはあくまで多Ｄ旧慣であった」と述べている。「民事慣例類集』は、明治一八七七年（明治十）
（開）
司
法
省
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
調
査
は
一
八
七
一
ハ
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
七
八
年
か
ら
一
八
七（鮪）
九
年
に
か
け
て
み
Ｃ
調
査
が
行
わ
れ
、
一
八
八
○
年
に
『
全
国
民
事
慣
例
類
集
』
が
同
じ
く
司
法
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
（例）
この調査の発端をつくったのは、御一雇い外国人ヒルの提一一一一口であったといわれている。
「民事慣例類集」の編纂と琉球・沖縄の旧慣調査がどのように連動していたかは、明確でない。し
か
し
、
『
全
国
民
事
慣
例
類
集
』
の
凡
例
に
は
、
「
琉
球
国
ハ
他
日
採
録
ス
ル
所
ア
ル
ベ
シ
」
と
あ
り
、
生
田
精
の
『
畿（閉）
道巡回日記」にも、「他日幸得百余口ｕ之間。経甲斐飛騨。到能登。航隠岐壱岐。遂及琉球」とある。
「
民
事
慣
例
類
集
」
の
射
程
は
琉
球
を
も
と
ら
え
て
い
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
『
民
事
慣
例
類
集
」
と
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
直
接
的
な
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
構
成
が
似
て
お
り、「明治十七年旧慣調査書」は民法策定に向けた同時期の日本社会における旧慣調査の影響を少な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
民
事
慣
例
類
集
』
と
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
、
佐
喜
真
興
英
「
シ
マの話」の構成とも類似性がある。佐喜真興英は、一九二一年（大正十）東京帝国大学法学部を卒業
（田）
’し、福岡や岡山の地裁で判事を歴任した法律家である。佐喜真は、帝大時代穂積陳重に私淑し、その
（刀）
法律進化論に強く影響をうけたし」いわれる。「シマの話」には、後に「法社会学」と呼ばれるように
（、）
な
る
学
問
領
域
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
窮
知
で
き
る
こ
と
に
着
ロ
口
し
て
お
き
た
い
。
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（
１
）
史
料
の
伝
存
状
況
と
史
料
的
性
格
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
、
調
査
当
時
の
原
本
は
存
在
し
な
い
。
田
代
安
定
が
収
集
し
た
資
料
（
以
下
、
「
田
代
本
」
と
い
う
）
は
写
本
で
あ
り
、
随
所
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
筆
者
は
田
代
の
真
筆
を
見
て
い
な
い
が
、
誤
写
が
多
い
こ
と
か
ら
第
三
者
に
筆
写
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
田
代
が
ど
こ
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
筆
写
さ
せ
た
の
か
、
明
確
で
な
い
。
し
か
し
、
田
代
本
が
現
在
も
っ
と
も
史
料
的
価
値
が
高
い
。
田
代
本
の
次
ぎ
に
史
料
的
価
値
が
高
く
内
容
が
豊
富
な
も
の
は
、
鳥
越
意
三
郎
の
『
沖
縄
庶
民
生
活
史
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
活
字
化
さ
れ
利
用
し
や
す
い
が
、
誤
植
ま
た
は
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
り
、
ま
た
原
本
を
再
編
集
し
て
い
る
た
め
原
史
料
の
体
裁
へ
の
復
元
が
困
難
で
あ
る
。
同
書
の
基
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
鳥
越
の
原
稿
が
、
沖
縄
県
公
文
書
館
沖
縄
史
料
編
集
室
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
原
稿
と
活
字
本
と
の
校
合
も
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。
田
村
浩
の
資
料
は
、
活
字
化
さ
れ
『
沖
縄
共
産
村
落
の
研
究
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
田
村
資
料
は
、
間
切
単
位
で
の
紹
介
は
な
く
、
一
部
し
か
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
書
末
尾
に
は
、
沖
縄
県
庁
の
書
庫
で
確
認
し
た
目
録
が
記
さ
れ
て
お
り
、
田
村
資
料
の
調
査
に
よ
っ
て
は
、
活
字
化
さ
れ
て
い
る
資
料
以
外
の
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
も
し
、
目
録
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
沖
縄
全
域
の
調
査
書
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。
柳
田
国
男
の
収
集
し
た
資
料
は
、
成
城
大
学
の
柳
田
文
庫
の
な
か
の
「
宮
古
島
近
古
文
書
」
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
柳
Ⅲ
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
の
史
料
的
性
格
と
内
法
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田
が
直
接
筆
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
第
三
者
に
筆
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
活
字
本
と
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
写
本
も
研
究
者
自
身
が
筆
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
「
内
法
」
な
ど
周
辺
史
料
と
の
比
較
校
訂
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
項
目
が
内
法
の
内
容
と
重
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
県
史
内
法
」
自
体
も
底
本
に
つ
い
て
は
そ
の
原
本
を
確
認
し
て
い
な
い
。
底
本
と
推
定
さ
れ
る
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
の
「
沖
縄
県
旧
慣
間
切
村
内
法
」
（
以
下
、
県
「
県
図
内
法
」
と
い
う
）
に
は
奥
付
が
な
く
、
い
つ
、
誰
が
（
ど
の
よ
う
な
機
関
が
）
発
行
し
た
の
か
不
明
で
、
「
県
図
内
法
」
に
も
単
純
な
誤
り
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
「
県
史
内
法
」
も
「
県
図
内
法
」
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
適
切
と
は
い
え
な
い
。
「
内
法
」
自
体
に
綿
密
な
校
訂
作
業
が
望
ま
れ
て
お
り
、
逆
に
「
内
法
」
校
訂
に
と
っ
て
も
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
（
２
）
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
と
内
法
明
治
十
七
年
の
全
県
的
な
旧
慣
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
「
未
納
税
徴
収
内
法
取
調
書
」
（
以
下
「
明
治
十
七
年
内
法
」
と
称
す
）
が
成
立
し
て
い
る
。
明
治
十
七
年
の
内
法
は
、
与
那
城
間
切
（
明
治
十
七
年
十
一
月
四
日
）
、
北
谷
間
切
（犯）
（
十
一
月
一
一
十
五
日
）
、
浦
添
間
切
（
九
月
一
一
十
四
日
）
の
も
の
が
残
っ
て
お
り
、
間
切
の
地
頭
代
か
ら
中
頭
郡
役
所
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
明
治
十
七
年
内
法
」
は
、
そ
の
名
称
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
宮
田
直
次
郎
が
急
ぐ
べ
き
課
題
と
し
て
指
摘
し
た
租
税
滞
納
問
題
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十
七
年
の
旧
慣
調
査
の
延
長
線
上
に
「
明
治
十
七
年
内
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法
」
は
成
立
し
て
い
る
。
「
明
治
十
七
年
内
法
」
の
あ
と
、
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
十
一
月
九
日
、
沖
縄
県
乙
第
（ね）
七
十
七
号
御
達
が
発
さ
れ
、
沖
縄
県
全
域
に
お
い
て
内
法
の
調
査
・
届
出
（
成
文
化
）
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
乙
第
八
十
四
号
（
同
年
十
一
月
、
日
付
不
明
）
、
乙
第
三
十
九
号
（
明
治
二
十
年
八
月
）
が
出
さ
れ
、
内
法
調
査
は
継
続
（別）
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
内
法
は
変
更
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
『
沖
縄
県
史
』
第
十
四
巻
や
「
南
島
村
内
法
』
で
確
認
で
き
る
内
法
は
、
変
更
後
の
内
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
金
武
間
切
を
事
例
に
、
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
と
内
法
の
関
係
を
検
討
し
て
み
た
い
。
第
三
条
間
切
内
へ
租
税
未
納
者
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
処
分
法
ハ
如
何
。
答
間
切
内
へ
租
税
未
納
者
ア
ル
ト
キ
ハ
、
取
納
座
ヨ
リ
主
任
ノ
捌
理
ヲ
召
喚
シ
テ
拘
留
シ
、
尚
延
滞
ス
ル
ト
キ
ハ
、
地
頭
代
ヲ
召
喚
、
厳
實
シ
テ
平
等
所
ノ
座
牢
一
一
入
り
、
皆
納
ノ
上
放
免
セ
ラ
ル
。
番
所
二
於
テ
ハ
、
他
ノ
捌
理
其
村
屋
一
一
至
り
、
村
吏
ト
未
納
者
ト
ヲ
督
責
シ
、
若
シ
貧
婁
一
一
シ
テ
皆
納
ノ
見
込
ナ
キ
者
ハ
、
親
戚
・
与
中
、
或
ハ
ー
村
ヲ
シ
テ
、
一
時
負
担
上
納
セ
シ
ム
ル
ノ
旧
慣
ナ
リ
。
第
四
条
諸
上
納
延
期
セ
シ
村
吏
等
へ
、
科
料
申
付
ル
等
ノ
事
ア
リ
ヤ
。
答
諸
上
納
皆
済
ノ
後
、
下
知
〔
役
〕
・
検
者
以
下
ノ
吏
員
番
所
二
相
集
リ
テ
祝
宴
ヲ
張
ル
。
其
時
上
納
延
期
セ
シ
村
吏
ヲ
シ
テ
庭
中
一
一
座
セ
シ
メ
、
呵
責
シ
テ
、
将
来
ヲ
戒
シ
ム
ル
ノ
ミ
。
別
二
科
料
申
付
ル
等
ノ
事
ナ
、ソ。
第
五
条
百
姓
地
一
一
係
ル
租
税
未
納
者
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
処
分
法
ハ
如
何
。
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第
八
条
貢
租
未
納
者
ノ
地
所
ヲ
取
揚
ゲ
、
更
二
他
人
へ
配
当
ス
等
ノ
事
ア
リ
ヤ
。
か
ん
か
答
八
箇
村
ト
モ
未
納
者
赤
貧
又
ハ
鰈
寡
孤
独
ニ
シ
ー
ナ
、
到
底
諸
上
納
皆
済
ノ
見
込
ナ
キ
者
ハ
、
村
吏
協
議
ノ
（だ）
上
、
予
テ
配
当
シ
タ
ル
耕
地
ヲ
取
揚
ゲ
、
村
内
ニ
テ
人
選
シ
、
更
二
配
与
ス
ル
ヲ
例
ト
ス
。
金
武
間
切
の
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
「
租
税
未
納
ノ
部
」
の
一
部
（
百
姓
地
に
係
る
部
分
）
を
示
し
た
。
答
八
箇
村
ト
モ
、
其
親
族
へ
分
担
上
納
セ
シ
ム
。
若
シ
親
族
貧
寶
ニ
シ
テ
代
納
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
レ
バ
、
本
人
ノ
家
屋
家
財
ヲ
売
却
シ
、
尚
不
足
ス
ル
ト
キ
ハ
、
与
中
又
ハ
｜
村
へ
協
議
シ
、
本
人
ハ
勿
論
、
兄
弟
妻
子
ヲ
モ
身
売
シ
、
人
ノ
僕
稗
ト
ナ
シ
テ
上
納
セ
シ
ム
ル
ノ
旧
慣
ナ
リ
。
第
六
条
本
人
ノ
家
屋
家
財
ヲ
売
却
シ
、
且
兄
弟
妻
子
二
至
ル
迄
身
売
シ
テ
、
尚
不
足
ス
ル
ト
キ
ハ
如
何
。
答
八
箇
村
ト
モ
、
従
兄
弟
迄
ノ
親
族
中
、
親
疎
ト
貧
富
ト
ー
一
依
り
、
其
不
足
ヲ
分
担
セ
シ
ム
ル
ヲ
例
ト
ス
。
若
シ
親
戚
ニ
テ
分
担
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
レ
バ
、
与
中
又
ハ
ー
村
ヨ
リ
負
担
上
納
ス
ル
ノ
内
法
ナ
リ
ト
錐
ド
モ
、
一
家
ノ
未
納
二
付
テ
ハ
、
是
迄
与
中
一
村
ヨ
リ
負
担
セ
シ
事
ナ
シ
。
第
七
条
前
二
条
ノ
取
計
ラ
ヒ
ヲ
為
サ
ズ
、
｜
村
ノ
共
有
金
穀
ヲ
以
テ
、
一
時
未
納
者
へ
取
替
置
等
ノ
事
ア
リ
ヤ
。
答
八
箇
村
ト
モ
、
未
納
者
へ
一
村
共
有
ノ
金
穀
ヲ
貸
与
セ
シ
事
ナ
ク
、
年
々
各
村
ヨ
リ
番
所
へ
身
売
人
ノ
有
無
ヲ
届
出
テ
、
若
シ
貢
租
ノ
未
納
又
ハ
父
兄
疾
等
ノ
為
二
身
売
シ
、
其
情
状
燗
察
ス
ベ
キ
者
ア
レ
バ
、
間
切
内
へ
協
議
シ
、
各
村
製
造
過
ノ
砂
糖
代
価
ノ
内
ヨ
リ
、
身
売
高
ノ
金
ヲ
給
シ
テ
、
帰
宅
セ
シ
ム
ル
ノ
旧
慣
ナ
、Ⅱ〃◎
第
八
条
答
緬
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六
条
の
条
文
か
ら
な
る
。
同
様
な
内
容
は
、
金
武
間
切
の
内
法
に
も
あ
る
が
、
間
切
内
法
三
条
と
各
村
内
法
一
条
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
第
百
五
条
村
方
二
諸
上
納
モ
ノ
日
限
通
り
不
相
納
ト
キ
ハ
、
科
銭
申
付
、
其
上
頭
・
組
頭
番
所
へ
語
込
サ
セ
、
皆
納
ノ
之
上
差
帰
シ
、
若
詰
居
半
二
逃
去
ル
ト
キ
ハ
、
科
銭
四
拾
銭
申
付
候
事
第
百
六
条
村
方
二
於
テ
諸
上
納
物
不
納
ノ
ト
キ
ハ
、
催
促
ト
シ
テ
他
村
之
頭
々
差
遣
シ
、
手
間
賃
壱
人
二
付
弐
拾
銭
宛
、
不
納
者
へ
科
銭
ト
シ
テ
申
付
候
事
第
百
九
条
各
村
二
於
テ
貢
租
並
一
一
公
費
未
納
ノ
ト
キ
ハ
、
担
当
ノ
捌
吏
・
文
子
、
其
村
へ
催
促
セ
シ
メ
、
完
納
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
、
当
高
ノ
銭
該
村
人
民
ノ
家
財
・
畜
類
引
揚
、
日
限
ヲ
与
へ
期
限
経
過
ノ
後
ハ
、
公
売
ノ
上
未
納
金
二
充
テ
、
又
村
方
二
於
テ
ハ
未
納
者
ノ
家
財
・
畜
類
引
揚
売
却
シ
テ
、
其
金
ヲ
相
償
ヘ
シ
。
若
シ
、
本
（泥）
人
爾
後
未
納
ノ
患
ア
ル
モ
ノ
又
ハ
無
資
カ
ノ
者
ハ
、
村
中
協
議
ノ
上
、
持
地
引
揚
候
事
。
〔間切内法〕
第
三
十
九
条
地
人
中
一
一
於
テ
貢
租
其
他
上
納
物
未
納
致
ス
時
ハ
、
徒
・
頭
ニ
テ
、
本
人
ノ
拒
ミ
又
ハ
不
在
卜
雌
ト
モ
、
直
二
作
毛
・
家
財
・
畜
類
引
揚
ケ
売
払
、
未
納
二
差
向
ケ
、
残
余
ア
レ
ハ
本
人
二
還
付
シ
、
若
シ
不
足
ヲ
生
ス
ル
時
ハ
、
妻
子
ヲ
為
売
、
親
類
二
及
ホ
シ
、
夫
ニ
テ
不
足
ス
ル
時
ハ
与
中
・
村
中
・
間
切
中
一
一
及
ホ
ス
（両）
ヘ
シ
。
但
、
以
後
未
納
ノ
患
ア
ル
モ
ノ
ハ
、
現
地
引
揚
、
他
へ
掛
替
候
事
。
〔各村内法〕
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
第
三
条
の
前
半
〔
①
王
府
の
取
納
座
は
、
担
当
「
捌
理
」
を
呼
び
出
し
、
拘
留
す
る
。
②
な
お
延
滞
が
続
く
と
き
は
、
「
地
頭
代
」
を
呼
び
出
し
（
王
府
の
取
納
奉
行
か
）
、
厳
し
く
し
か
り
「
平
等
所
」
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の
座
敷
牢
に
入
れ
る
〕
は
、
王
府
の
取
納
奉
行
の
間
切
役
人
の
対
す
る
処
分
で
、
後
半
は
間
切
番
所
の
処
分
で
あ
る
。
後
半
〔
③
間
切
番
所
で
は
、
拘
留
さ
れ
て
い
る
「
捌
理
」
以
外
の
者
が
「
村
屋
」
（
村
番
所
）
に
行
き
、
村
の
役
人
と
未
納
者
を
督
責
す
る
。
④
貧
窮
で
皆
納
の
見
込
み
が
な
い
者
は
、
親
戚
や
与
、
あ
る
い
は
村
で
一
時
立
て
替
え
て
上
納
さ
せ
る
〕
は
、
間
切
内
法
の
第
百
五
条
と
第
百
六
条
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
法
の
文
脈
か
ら
、
担
当
「
捌
理
」
が
拘
留
さ
れ
て
い
る
の
は
間
切
番
所
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
間
切
内
法
で
は
滞
納
者
に
対
し
て
、
科
銭
の
賦
課
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
第
五
条
か
ら
第
八
条
は
、
間
切
内
法
百
九
条
お
よ
び
各
村
内
法
第
三
十
九
条
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
と
内
法
は
対
応
関
係
が
見
ら
れ
、
ま
た
内
法
で
見
え
な
い
慣
行
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
内
法
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
も
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
の
意
義
は
大
き
い
。
鳥
（犯）
越
憲
｜
二
郎
は
、
『
沖
縄
庶
民
生
活
史
』
に
収
録
し
て
い
る
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
に
、
し
ば
し
ば
内
法
を
注
記
し
て
い
る
。
（
３
）
明
治
二
十
一
年
の
旧
慣
調
査
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
こ
の
旧
慣
調
査
書
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
宮
古
島
の
事
例
し
か
確
認
で
き
ず
、
ま
た
全
県
的にこのような旧慣調査が行われたことを確認できる史料は見つかっていない。「明治二十一年宮古
島
旧
慣
調
査
書
」
は
、
成
城
大
学
柳
田
文
庫
所
蔵
の
「
宮
古
島
近
古
文
書
」
の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
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（ね）
『
明
治
期
宮
古
島
の
旧
慣
調
査
資
料
』
で
紹
介
さ
れ
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
し
」
同
じ
よ
う
な
形
式
で
類
似
項
目
の
設
問
と
回
答
か
ら
な
っ
て
お
り
、
「
明
治
二
十
一
年
宮
古
島
旧
慣
調
査
書
」
の
補
完
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
設
問
内
容
に
宮
古
島
独
自
の
も
の
は
少
な
く
、
こ
の
よ
う
な
照
会
は
各
島
、
各
郡
役
所
あ
て
に
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
末
尾
に
「
右
ハ
、
廿
一
年
七
月
九
日
、
習
第
一
号
習
慣
法
取
調
委
員
山
下
属
ノ
照
会
二
対
シ
、
生
月
十
一
一
日
、
宮
往
第
百
八
十
二
号
ヲ
以
廻
答
相
成
候
第
一
科
丙
号
往
復
綴
ヨ
リ
抜
革
ス
」
と
あ
る
。
内
法
の
調
査
・
届
出
が
な
さ
れ
た
あ
と
も
、
「
習
慣
法
取
調
委
員
」
が
配
置
さ
れ
旧
慣
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
利
光
三
津
夫
は
『
民
事
慣
例
類
集
附
畿
道
巡
回
日
記
』
の
解
説
の
な
か
で
、
同
書
が
沖
縄
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
こ
と
を
な
げ
き
、
「
明
治
初
年
の
沖
縄
に
は
、
わ
が
国
古
代
史
を
解
明
す
る
上
に
、
貴
重
な
る
慣
習
が
豊
富
に
あ
っ
た
豊
富
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
〔
生
田
ｌ
引
用
者
挿
入
〕
精
の
調
査
が
、
中
道
に
し
て
廃
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
借
し
み
て
余
り
あ
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
民
事
慣
例
類
集
』
や
『
全
国
民
事
慣
例
類
集
』
の
調
査
は
、
沖
縄
ま
で
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
そ
の
沖
縄
版
と
も
い
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
近
代
沖
縄
史
研
究
の
史
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
民
俗
学
や
法
史
学
の
観
点
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。
お
わ
り
に
ｌ
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
の
意
義
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シ
マ
佐一吾真興英は、「シマの話」の中で、村について次のように述べている。
マ
マ
マ
マ
島
の
結
合
は
極
め
て
強
固
で
あ
っ
た
。
島
の
人
々
は
此
一
細
な
事
ま
で
共
同
な
行
動
に
出
で
た
。
シ
マ
の
語
に
は
シ
マ
の
人
で
な
い
と
到
底
理
解
し
得
な
い
程
神
秘
的
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
。
各
島
に
は
一
種
の
型
が
あ
っ
て
シ
マ
人
は
殆
ど
例
外
な
く
此
型
に
は
ま
っ
た
。
ｌ
中
略
ｌ
島
人
が
他
島
人
を
輕
視
し
憎
悪
し
た
の
は
全
く
自
己
の
島
に
対
し
て
有
す
る
懐
し
い
真
の
シ
マ
意
識
の
表
現
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
島
内
に
於
け
る
島
人
の
平
和
な
眞
の
（帥）
意味の一心同篭的生活は、今日からは殆ど想像ふい〕つかぬ程であった。
シ
マ
村
は
、
村
の
祭
祀
か
ら
貢
租
負
担
ま
で
、
神
秘
的
一
心
同
体
的
生
活
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
村
は
パ
ト
リ
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
村
は
村
人
自
身
で
も
あ
り
、
村
に
出
自
を
持
つ
者
に
と
っ
て
村
の
歴
史
は
大
き
な
関
心
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
村
レ
ベ
ル
の
史
料
は
少
な
く
、
村
を
対
象
と
し
つ
つ
彪
大
な
業
績
を
残
し
て
き
た
民
俗
学
も
神
事
や
祭
祀
研
究
に
重
き
が
置
か
れ
、
慣
習
や
社
会
生
活
レ
ベ
ル
の
研
究
は
少
な
い
。
（皿）
近
年
、
「
共
同
体
」
に
つ
い
て
再
考
し
て
い
く
機
運
が
み
ら
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
共
同
体
を
視
野
に
お
い
た
沖
縄
の
（肥）
村
落
共
同
体
研
究
も
見
ら
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
は
、
史
料
の
伝
存
の
あ
り
方
か
ら
周
到
な
史
料
批
判
を
要
す
る
史
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
間
切
や
村
へ
県
庁
の
職
員
が
直
接
赴
き
、
間
切
や
村
の
役
人
か
ら
直
接
聞
き
取
り
を
し
た
史
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
史
料
は
、
こ
の
時
期
に
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
旧
慣
期
の
間
切
や
村
レ
ベ
ル
の
慣
習
や
行
政
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
う（》。
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付
記
本
稿
は
、
二
○
○
七
年
一
月
、
沖
縄
大
学
大
学
院
修
士
課
程
（
現
代
沖
縄
研
究
科
）
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
第
一
章
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
概
要
は
一
年
半
前
に
成
立
し
て
い
た
。
し
か
し
本
稿
修
筆
の
途
中
で
、
宮
古
島
の
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
を
含
む
「
旧
慣
期
宮
古
島
の
旧
慣
調
査
資
料
」
Ｓ
宮
古
島
市
史
史
料
集
１
』
、
二
○
○
八
年
五
月
、
宮
古
島
市
教
育
委
員
会
）
の
解
題
執
筆
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
部
修
士
論
文
を
援
用
し
た
た
め
、
本
稿
の
一
部
は
同
書
の
解
題
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
ご
海
容
を
乞
う
。
【註】
（１）台湾の旧慣調査は、一九○○年（明治三十三）岡松参太郎らによってに開始され、一九一一一一年（大正十一）
に
最
終
報
告
を
出
す
ま
で
、
約
二
十
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
（
川
島
武
宜
「
岡
松
参
太
郎
博
士
の
台
湾
旧
慣
調
査
と
華
北
農
村
慣
行
調
査
の
末
弘
厳
太
郎
博
士
」
『
川
島
武
宜
著
作
集
」
第
六
巻
（
一
九
九
五
年
、
勁
草
書
房
）
。
ま
た
、
岡
松
参
太
郎
の
旧
慣
調
査
と
は
別
に
早
い
時
期
（
一
八
八
八
年
率
明
治
三
十
一
）
か
ら
土
地
調
査
事
業
も
行
わ
れ
て
い
る
（
江
丙
坤
『
台
湾地租改正の研究』、一九七四年、東京大学出版会）。さらに、明治三十六年からは、『台湾統計協会雑誌』
も刊行され、統計調査も展開された（高橋益代「『台湾統計協会雑誌』総目次解題」、ロ切目の巴・ロ勺眉の忌
の①国のの三・・毛、一橋大学経済研究所、二○○五年）。朝鮮における土地調査事業については、宮嶋博史『朝
鮮
土
地
調
査
事
業
史
の
研
究
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
別
冊
二
九
九
一
年
、
汲
古
書
院
）
と
い
う
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
山
路
勝
彦
『
近
代
日
本
の
海
外
学
術
調
査
』
（
山
川
出
版
社
、
二
○
○
六
年
）
で
も
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
旧
慣
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調
査
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
満
州
旧
慣
調
査
は
、
満
鉄
調
査
部
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
満
鉄
調
査
部
は
、
一
九
○
七
年
（
明
治
四
○
）
四
月
に
設
置
さ
れ
、
台
湾
旧
慣
調
査
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
岡
松
参
太
郎
が
調
査
部
長
と
し
て
招
か
れ
た
（
川
島
前
掲
論
文
）
。
占
領
地
の
中
国
華
北
農
村
旧
慣
調
査
は
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）
か
ら
一
九
四
四
年
に
か
け
て
、
法
学
者末弘厳太郎を中心に行われた（同前）。一九一一一二年から一九三四年にかけた矢内原忠雄の「南洋群島」調
査
活
動
も
、
広
く
は
植
民
地
旧
慣
調
査
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
「
南
洋
群
島
の
研
究
』
昭
和
十
年
、
岩
波
書
店
）
。
前
掲
山
路
勝
彦
『
近
代
日
本
の
海
外
学
術
調
査
』
に
も
、
は
南
洋
諸
島
の
旧
慣
調
査
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
植
民
地
統
治
あ
る
い
は
占
領
地
統
治
の
必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
太
田
朝
敷
は
、
明
治
三
十
五
年
六
月
三
日
の
『
琉
球
新
報
』
で
旧
慣
期
の
沖
縄
に
つ
い
て
「
沖
縄
は
決
し
て
日
本
の
新
領
土
に
あ
ら
ず
、
我
輩
沖
縄
県
人
も
亦
決
し
て
爾
く
は
思
は
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
政
府
は
慥
か
に
新
領
土
を
以
て
沖
縄
に
擬
せ
り
」
と
述
べ
、
新
領
土
［
台
湾
ｌ
引
用
者
］
政
策
と
沖
縄
で
と
ら
れ
た
政
策
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
『
太
田
朝
敷
選
集
』
上
巻
、
一
九
九
三
年
、
琉
球
新
報
社
、
二
六
六
頁
）
。
ま
た
、
春
山
明
哲
も
沖
縄
の
旧
慣
調
査
と
台
湾
旧
慣
調
査
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
台
湾
旧
慣
調
査
と
立
法
問
題
」
、
『
新
沖
縄
文
学
』
第
六
○
号
、
一
九
八
四
年
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
八
○
頁
）
。
（３）岩波講座。帝国」日本の学知』第一巻〔「帝国」編成の系譜〕（二○○六年、岩波書店）「編集にあたって」、
（
４
）
拙
稿
「
近
代
沖
縄
に
お
け
る
旧
慣
調
査
と
そ
の
背
景
」
弓
地
域
研
究
』
第
五
号
、
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
、
二
○
○
九
年
刊
行予定）。
ｉ
稿亘
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／■、〆■、〆■、〆戸、／－，
１４１３１２１１１０ 
、写〆更一ソ、－ゾＮ､〆辿一ソ
（
５
）
内
法
の
成
立
、
成
文
化
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。
（
６
）
こ
の
史
料
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
本
に
よ
り
様
々
な
呼
称
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
時
代
背
景
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
「
明
治
十
七
年
旧
慣
調
査
書
」
と
称
す
る
。
（
７
）
田
村
浩
『
琉
球
共
産
村
落
の
研
究
』
二
九
七
七
年
、
至
言
社
）
。
（
８
）
鳥
越
意
三
郎
『
沖
縄
庶
民
生
活
史
』
Ｃ
九
七
一
年
、
雄
山
閣
）
。
（９）『沖縄市史』第二巻（一九八四年、沖縄市教育委員会）、一一一一一六および三七一頁。
（
皿
）
『
伊
江
村
史
』
下
巻
二
九
八
○
年
、
伊
江
村
役
場
）
。
（
、
）
『
宜
野
座
村
誌
』
二
九
八
八
年
、
宜
野
座
村
役
場
）
。
（
皿
）
田
村
浩
『
琉
球
共
産
村
落
の
研
究
』
二
九
七
七
年
、
至
言
社
）
、
四
八
八
頁
。
（
Ⅲ
）
長
谷
部
言
人
「
田
代
安
定
氏
に
つ
い
て
」
『
沖
縄
結
縄
考
』
（
一
九
七
七
年
、
至
言
社
）
、
二
頁
。
（
咀
）
前
掲
『
沖
縄
結
縄
考
』
、
解
説
Ⅳ
。
野
口
は
、
「
南
島
研
究
の
歳
月
」
二
九
八
○
年
、
未
来
社
）
の
「
田
代
安
定
」
の
項
で
も
明
治
十
七
年
来
島
説
を
展
開
し
て
い
る
（
六
頁
）
。
（
岨
）
前
掲
書
、
一
一
～
三
頁
。
な
お
、
近
代
沖
縄
と
田
代
安
定
と
の
関
わ
り
、
歴
史
的
位
置
づ
け
、
収
集
資
料
に
つ
い
て
は
、
一
一
一
木
健
「
田
代
安
定
と
近
代
八
重
山
」
『
虹
』
十
四
～
十
九
号
、
一
九
七
一
～
一
九
七
二
年
（
後
に
『
八
重
山
近
代
民
衆
史
』
（
一
九八○年、三一書一房に収録）および齋藤郁子「田代安定の学問と資料」（『沖縄文化研究」、一一○○六年、法
同前。
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政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
）
に
詳
し
い
。
（
Ⅳ
）
前
掲
『
沖
縄
結
縄
考
員
八
頁
。
（肥）前掲『沖縄結縄考』、七頁。
（岨）前掲『宜野座村誌』、五十五頁。
（別）同前、五十六頁。
（
Ⅲ
）
「
『
沖
縄
地
方
旧
慣
問
答
書
』
に
み
る
『
性
・
産
・
家
族
』
」
、
『
沖
縄
女
性
史
研
究
』
創
刊
号
二
九
九
七
年
、
沖
縄
県
教
育
委員会）、六十八頁。
（
〃
）
前
掲
『
沖
縄
県
史
』
別
巻
、
三
五
五
頁
。
田
代
安
定
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
一
一
一
木
健
「
田
代
安
定
」
『
伝
統
と
近
代
』
第
一
一
十
五
号
（
一
九
七
四
年
）
三
木
健
「
田
代
安
定
と
近
代
八
重
山
」
（
前
掲
）
、
野
口
武
徳
「
前
掲
『
沖
縄
結
縄
考
』
解
説
」
、
「
田
代
安
定
研
究
会
」
（
文
實
、
宮
平
真
弥
・
輝
広
志
「
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
報
』
第
五
十
六
号
、
二
○
○
五
年
）
、
宮
平
真
弥
・
輝
広
志
「
田
代
安
定
研
究
の
現
状
と
課
題
」
『
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
報
』
第
五
十
七
号
（
二
○
○
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
（
躯
）
前
掲
『
琉
球
共
産
村
落
の
研
究
』
、
二
九
○
～
二
九
四
頁
。
（型）同前、二九四～三○一一一頁。
（妬）同前、’一一八八～三九一一頁。
（妬）同前、一一一九一一～三九四頁。
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（
釦
）
伊
敷
勝
美
・
恩
河
尚
・
儀
間
淳
一
・
齋
藤
郁
子
・
平
良
勝
保
・
輝
広
志
「
明
治
期
宮
古
島
の
旧
慣
調
査
資
料
」
ｓ
宮
古
島
市
史
史
料
集
１
』
、
二
○
○
八
年
五
月
、
宮
古
島
市
教
育
委
員
会
）
。
（Ⅲ）『民俗学研究所紀要』第二十六集（成城大学民俗学研究所、二○○二年）、一七六頁。なお、『南島文献解題』
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
編
、
一
九
九
九
年
、
砂
子
屋
書
房
）
に
も
、
真
喜
志
端
子
に
よ
る
解
題
が
あ
る
。
（
皿
）
田
中
水
絵
「
Ｎ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の
宮
古
研
究
の
道
程
一
論
文
「
宮
古
に
お
け
る
病
封
じ
」
を
中
心
に
」
弓
沖
縄
文
化
』
通
巻
一○○号、沖縄文化協会、二○○六年）。
（調）『民俗学研究所紀要」第三十一集別冊（成城大学民俗学研究所、二○○七年）。
（狐）前掲『沖縄庶民生活史』。
（妬）前掲『伊江村史』下巻。
（弱）同前、一○○頁。
（師）同前、八十八頁。
（胡）『沖縄県史料』近代②（一九八○年、沖縄県教育委員会）、三一一一八頁。
（羽）同前、三四四頁。、
〆■、〆￣、〆￣、／■、
３０２９２８２７ 
、＝、－／里＝通一ソ
同同同
前前前
、、、一解四頁説○
戸＄Ｃ ＤＴ 
四
○
八
～
四
一
二
頁
。
解説（与那国暹）。
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（
側
）
前
掲
『
沖
縄
県
史
』
第
十
二
巻
、
二
四
二
頁
。
（
皿
）
前
掲
『
沖
縄
県
史
』
第
十
三
巻
、
五
二
○
頁
。
（
蛆
）
前
掲
『
沖
縄
県
史
』
第
十
三
巻
、
五
二
四
頁
。
（蛆）『近世地方経済史料」第十巻（一九六八年、吉川弘文館）、一一一二～一三五頁。
（
仏
）
菊
山
正
明
「
琉
球
処
分
と
沖
縄
県
統
治
機
構
の
創
設
」
「
明
治
国
家
の
形
成
と
司
法
制
度
」
（
一
九
九
三
年
、
御
茶
の
水
書
房
）
、
（妬）同前、二五一頁。
（
妬
）
前
掲
『
沖
縄
県
史
』
第
十
二
巻
、
二
四
三
頁
。
（
灯
）
我
部
政
男
編
『
〈
明
治
十
五
年
、
明
治
十
六
年
〉
地
方
巡
察
復
命
書
』
下
（
一
九
八
一
年
、
三
一
書
房
）
解
題
、
七
十
四
頁
。
（蛆）沖縄県公文書館沖縄史料編集室蔵「官員録』。
（蛆）大島美津子「明治国家と地域社会』（一九九四年、岩波書店）、二頁。
（
印
）
同
前
、
二
○
頁
、
お
よ
び
神
谷
力
『
家
と
村
の
法
史
研
究
』
（
一
九
九
三
年
、
御
茶
の
水
書
房
）
、
四
五
七
～
四
九
七
頁
参
（Ⅲ）前掲『明治国家と地域社会』、一○八頁。
（皿）前掲、『家と村の法史研究』、四五七頁。
（
閉
）
上
地
一
郎
「
沖
縄
明
治
期
の
旧
慣
存
置
策
に
関
す
る
一
考
察
」
「
早
稲
田
法
学
会
誌
』
第
五
十
三
巻
、
十
一
頁
。
三五五頁。
照
。
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（
別
）
奥
田
晴
樹
『
日
本
の
近
代
的
土
地
所
有
』
（
二
○
○
｜
年
、
弘
文
堂
）
、
一
二
八
頁
。
（
開
）
福
島
正
夫
「
旧
登
記
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
」
日
本
司
法
書
士
協
会
編
『
不
動
産
登
記
制
度
の
歴
史
と
展
望
』
二
九
八
六
年
、
有斐閣）、二十八頁。
（冊）福島前掲論文、前掲『不動産登記制度の歴史と展望』、二十九頁。
（印）前掲『沖縄県史」第一巻、二○一頁。
（肥）福島前掲論文、前掲『不動産登記制度の歴史と展望』、二十二～一一十三頁。
（印）前掲『日本の近代的土地所有』、一二九頁。
（
帥
）
塚
田
利
和
『
地
租
改
正
と
地
籍
調
査
の
研
究
』
（
一
九
八
六
年
、
御
茶
の
水
書
房
）
、
一
二
五
頁
。
（日）同前、一三○頁。
（
肋
）
川
合
隆
男
「
近
代
日
本
社
会
調
査
史
研
究
序
説
」
川
合
隆
男
編
『
近
代
日
本
社
会
調
査
史
（
１
）
』
（
一
九
八
九
年
、
慶
應
通
信）、二十一頁。
（
的
）
手
塚
豊
・
利
光
三
津
夫
編
著
「
民
事
慣
例
類
集
附
畿
道
巡
回
日
記
」
（
一
九
六
九
年
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
会
）
、
三
頁
。
『
民
事
慣
例
類
集
』
の
調
査
は
、
江
藤
新
平
司
法
卿
の
跡
を
継
い
だ
大
木
喬
任
司
法
卿
の
も
と
で
行
わ
れ
た
が
、
大
木
は
民
法
典
の
編
纂
作
業
に
あ
た
っ
て
慣
習
を
重
視
し
た
（
福
島
正
夫
「
明
治
初
年
に
お
け
る
西
欧
法
の
継
受
と
日
本
の
法
お
よ
び
法
学
」
『
日
本
法
と
ア
ジ
ア
』
仁
井
田
陞
博
士
追
悼
論
文
集
、
勁
草
書
房
）
。
（
例
）
黒
木
三
郎
「
解
説
」
、
奥
野
彦
六
郎
『
南
島
村
内
法
』
二
九
七
七
年
、
至
言
社
）
、
九
頁
。
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（
冊
）
前
掲
『
民
事
慣
例
類
集
附
畿
道
巡
回
日
記
』
お
よ
び
竹
内
治
彦
「
明
治
期
慣
行
調
査
に
み
る
『
慣
行
』
と
『
近
代
』
ｌ
民事慣例類集調査と調査者生田精の思想を中心にｌ」（前掲『近代日本社会調査史（１）』を参照。
／￣、／■、'－，
６８６７６６ 
ミーゾ出,／、-〆
（俶）手塚豊「司法省御雇外国人ヒルの意見書」（手塚・利光編、前掲書）。
（
船
）
前
掲
「
民
事
慣
例
類
集
附
畿
道
巡
回
日
記
』
、
二
七
二
頁
。
な
お
、
同
書
所
収
、
利
光
三
津
夫
「
『
民
事
慣
例
類
集
」
「
全
国
民
事
慣
例
類
集
』
の
編
輯
と
そ
の
編
者
達
」
を
参
照
。
（
㈹
）
稲
福
日
出
夫
「
郷
土
愛
に
つ
い
て
』
二
一
人
の
生
涯
の
覚
え
書
」
『
沖
縄
法
政
研
究
』
創
刊
号
（
沖
縄
国
際
大
学
沖
縄
法
政
研
究所、一九九九年）。
（
、
）
稲
福
前
掲
論
文
お
よ
び
同
「
佐
喜
真
興
英
の
中
学
時
代
と
作
品
２
題
」
『
沖
縄
法
政
研
究
』
第
五
号
（
一
一
○
○
三
年
）
、
同
『
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
郷
土
愛
に
つ
い
て
ｌ
埋
も
れ
た
法
の
探
訪
者
の
生
涯
ｌ
』
東
洋
企
画
、
二
○
○
六
年
を
参
照
。
（
、
）
戦
後
の
法
社
会
学
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
末
弘
巌
太
郎
は
、
一
九
一
二
年
に
東
京
帝
大
を
卒
業
（
「
末
弘
著
作
集
Ｉ
・
法
学
入
門
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
五
一
一
年
、
テ
キ
ス
ト
は
一
九
八
三
年
第
二
版
第
七
刷
）
、
一
九
一
七
年
に
海
外
留
学
に
出
、
一
九
二
○
年
に
日
本
に
戻
っ
て
い
る
（
川
島
武
宜
「
末
弘
巌
太
郎
先
生
の
法
学
理
論
」
『
川
島
武
宜
著
作
集
』
第
１
巻
、
岩波書店、一九八三年、一一一一一一一一頁）。佐喜真は、一九二一年の卒業であり、末弘と佐喜真との接点が伺える
（田里雅湖氏のご教示による）。
（
犯
）
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
十
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
）
、
一
六
三
～
一
六
五
頁
。
同
前
◎ 
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（耐）『沖縄県令達類纂』上巻、一三五～一一一一六頁。同書によれば乙第七十七号は、「各間切島及上村方二於テ、
旧
藩
中
執
行
候
内
法
或
ハ
村
約
束
等
ノ
義
、
詳
細
取
調
、
過
料
等
二
係
ル
米
銭
遣
払
一
一
至
ル
迄
都
テ
、
取
捨
増
減
ナ
ク
列
記
シ
、
迅
速
可
届
出
、
此
旨
相
達
候
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
刺
）
内
法
調
査
・
成
文
化
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
旧
慣
期
の
村
と
民
衆
（
民
衆
の
対
応
と
（
新
『
沖
縄
県
史
』
各
論
編
近
代
［
未
完
］
に
収
録
予
定
）
で
、
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。
（
布
）
前
掲
『
宜
野
座
村
誌
』
、
五
十
七
～
五
十
八
頁
。
（
乃
）
『
沖
縄
県
史
』
第
十
四
巻
、
三
六
六
頁
。
（
両
）
奥
野
彦
六
郎
『
南
島
村
内
法
」
、
一
三
六
頁
。
な
お
、
前
掲
『
県
史
』
第
十
四
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
金
武
間
切
各
村
内
法
」
第
四
十
条
（
三
七
○
頁
）
に
も
同
内
容
の
条
文
が
あ
る
が
、
史
料
的
価
値
は
「
南
島
村
内
法
」
が
高
い
と
判
断
し
て
、
典
拠
として採用した。
（冊）鳥越前掲書。
（
刃
）
前
掲
「
宮
古
島
市
史
資
料
１
明
治
期
宮
古
島
旧
慣
調
査
資
料
」
。
解
題
は
筆
者
が
執
筆
し
た
。
（
Ⅱ
）
『
シ
マ
の
話
』
（
郷
土
研
究
社
、
大
正
十
四
年
）
三
～
五
頁
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
の
は
、
’
九
七
○
年
琉
球
史
料
復
刻
頒
布
会
が
発
行
し
た
『
佐
喜
真
興
英
全
集
」
。
な
お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
字
体
が
あ
る
か
ぎ
り
旧
漢
字
を
使
用
し
た
が
一
部
は
新
漢
字
に
な
お
し
た
。
（
Ⅲ
）
小
野
塚
知
二
・
沼
尻
晃
伸
編
『
大
塚
久
雄
『
共
同
体
の
基
礎
理
論
』
を
読
み
直
す
」
（
二
○
○
七
年
、
日
本
経
済
評
論
社
）
お
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よ
び
鈴
木
龍
也
・
富
野
暉
一
郎
編
著
『
コ
モ
ン
ズ
論
再
考
』
（
二
○
○
六
年
、
晃
洋
書
房
）
参
照
。
（
Ｍ
）
桜
井
由
躬
雄
は
「
ベ
ト
ナ
ム
村
落
の
形
成
』
二
九
八
七
年
、
創
文
社
）
の
な
か
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
村
落
お
よ
び
村
落
共
有
田
の
性
格
と
沖
縄
の
地
割
慣
行
と
の
共
通
性
に
着
目
し
て
い
る
。
最
近
、
上
地
一
郎
は
「
共
同
体
と
土
地
の
利
用
ｌ
沖
縄
の
地
割
制
度
へ
の
法
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」
（
二
○
○
五
年
、
『
沖
縄
法
政
研
究
』
第
八
号
、
沖
縄
国
際
大
学
沖
縄
法
政
研
究
所
）
の
な
か
で
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
。
Ｃ
・
ス
コ
ッ
ト
は
、
『
モ
ー
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
東
南
ア
ジ
ア
の
農
民
叛
乱
と
生
存
維
持
』
（
高
橋
彰
訳
、
一
九
九
九
年
、
勁
草
書
房
）
や
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ー
ッ
「
イ
ン
ポ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ー
内
に
向
か
う
発
展
』
に
言
及
し
つ
つ
、
沖
縄
の
地
割
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
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